
平成20年 度京都府地域力再生プロジェクト

気づきシート集計結果の概要

●9割を超える団体が、地域力再生プロジェクト事業の実施により、「課題の解決に近づいた」
「団体のメリットになつたと実感」と回答
●「他団体とのネットヮークや協働の機会が増えた」団体が8割に増加(⑩65%)

<集 計結果>

■地域力再生プロジェクト参加以前と以後について

(参考)

<交 付決定団体数392回 答団体数155回 収率395%>

※無回答があり、回答団体

数と一致せず(以下同じ)

●「増えた」場合

※重複回答あり

質問項目

事業の実施により課題の解決に近づいたか。

実施された事業のやり方で予想されていた効
果はあったか。

画に参加した住民や趣旨に賛同す

ットワークや協働の機会は増え

ットワークや協働の機会が増えた行政機関

活動によって「地域住民相互」のつながりは深

動に参加された方は十分に満足を得ること
できたか。

動を実施したことで団体のメリットとなったと
感できたか。

個々の団体の具体的取組を通じて、事業成栗下戻否百石扇萌画諏I可蔓夢憂丁
~~~~~~~~― ―――

「他団体との交流が進んだ」「地域住民の協力が得られた」など、事業実施のメリットを挙げられる団体が多かっ



寄せられたエピソード、意見・提言の内容 (抜粋)

■地域力再生活動の実施によるエピソード
●事業に対する認知度及び信頼度が向上し、活動がスムーズになつた。
・

具景墜里11ナ
事業を行う他団体との情報交換をメ

ーリングリストなどで行うことができ、相乗効

●資金不足の心配も、多くのボランティアの支援があり、事業を終了することができた。
●中学生から大学生、一般社会人まで、世代も職種も越えた幅広い交流と協力が実現した。
●メディア関係者と市民活動実践者との出会いの場を創出できたと同時に、これまでの活動などに
関心のない一般市民も巻き込めたことが良かった。

●文化財の被害が大きいことが明らかになり、文化庁から調査協力が得られることになつた。
・
躙 雰襲盤万ぁ竃t高龍舅罵翼具?参

加力くあり、普段ではできないことを体験させる
●これまで京都市内が活動の拠点であったが、府下への活動に踏み出すことができた。

●地域の財産である自然環境にふれ、その大切さを見直す機会となつた。

●宇治も着物の似合う町であると実感し、賛同していただいた各方面からも継続を望まれた。

●全国レベルでの取組発表ができ、他団体との交流が持てた。

●幼い子どもを持つ若い家族が転入したことによって高齢者の生活環境が明るくなった。

●不登校、ひきこもりの若者が森林整備作業を通じ、自信や友情を持つてくれた。

・
i繁塁蓬鵠駿爾酷甕量競譜糧塵「[勇鯉磐簿8:謝誕霧

ことができヽ
・
言喜肇清辮 墨儡 象鍵葬

や周囲の大人に子ども達のこと、その将来のこと
●観光関係者に限らず、水産業、農産物生産者の多大な協力を得られた。
●地域全体の風通しが良くなり、また地元の学校とも親密になり「開かれた学校の方針にも寄与できた。
●地域で様々な問題意識を持つ人々との出会いがあり、新たな活動にヒントを得ることが出来た。
・
l占島異凛易罫卜黛喜ぷF靱 声ヽを発しなかった人の一歩踏み出すきっかけとなつ

●アカマツ林が元気になり、マツタケの発生確認数が増加した。

●休耕田畑の利用について、特に限界集落からの問い合わせが多かつた。

■地域力再生プロジェクトヘの意見、提言、アドバイス等
・
認路則庸b嵩健3鍵製燿経祝鍵MHま

効果的で、今後も地域カ
・
選総 、讐襲 謂 棚 出 畿 蹴

域力再自ま翻まつかな
●多くの団体が参加するようになつたが、その場限りにならないようにしてほしい。
●設立後に悩んでいるクラブは多いので、いろんな面で協力を願いたい。

●いきなり府ではなく、4 地ヽ域ごとにまとまってはどうか。

●22年 度以降にも、効果ある活動に対する支援をお願いしたい。

●交付金の活用状況がもっとわかりやすくするべき、有効に使われているかどうかわかりにくい。
●他団体とのコラボカフェをもつと開催してほしい。

・

墳暫撃堀規れ
で
「
う力を作るため、可能な限リコミュニティビジネス等を育成する


